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???????????????Gojūsan-tsugi nishiki -e zōshi transcribed,w
ith a short introduction 
 
 ??????IWATA Hideyuki 
 
 
   
要
 
旨
 
 
   江戸期の小説、浮世絵、歌舞伎は、相互に関わり合いを持ち展開するが、江戸後期において「五十
三次」ものは、そうしたなかでも一大テーマを形成している。そうした三者の関わり合いが読み取れる資料として、従来未紹介の『五十三次錦繪艸紙』 （東京大学総合図書館蔵）を採り上げ、その内容について紹介する。
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一『五十三次錦繪艸紙』について
 
 
 
十返舎一九の『道中膝栗毛』に端を発する、五十三次を題材とした文
芸は、やがて浮世絵にも広がり、歌川広重保栄堂板「東海道五拾三次」（天保六年頃）を頂点として、多くの絵師が東海道の風景を続き物に描いている
（
1
）。
 
天保の改革以降になると、 単に風景画としてだけではなく、 風景を種々
の他の物と対置させる趣向の揃物が出現する。 広重の保栄堂板を背景に、前面に美人を配した国貞画「東海道五十三次」 （天保七年頃）は早い例であるが、三代豊国・国芳・広重の「東海道五十三對」 （弘化頃） 、三代豊国と広重合作 「雙筆五十三次
（
2
）」 （安政元～四年）は、それぞれの宿駅と
それに関わ 事物との取り合わせを試みている。中でも、嘉永五年に出版された三代豊国の 「東海道五十三次」 （目録題
（
3
）
は、 「
役者見立
 東海道五十三驛」 、
以下通称「役者東海道」と呼ぶ）は、豊国得意の役者大首絵と東海道の宿駅を結びつけ 趣向で、 「岡崎驛
 政右衛門」が、七千枚を摺った（ 『浮
世絵師歌川列伝』 ） と言 れるこ からも大人気が察しられ 当時人気の揃物は、やがて双六等にも仕組まれ 両者相俟っ 、 らに売 行きに
拍
車
を
掛
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
「
」
の
場
合
は
、
さ
ら
に
歌舞伎仕立ての草双紙にもなっている。本稿で紹介する一寿斎 貞（二代国貞）画、並木五瓶（三代五瓶）作『五十三次錦繪艸紙』 （嘉永六年）がそれである。
 
歌舞伎にも、 五十三次ものが生まれており、 「獨道中五十三驛
ひとりたびごじゅうさんつぎ
」 （文政（4
）
十
年） 、 「梅初春五十三驛
うめのはるごじゅうさんつぎ
」 （天保（5
）
六年） 、 「尾上梅壽一代噺
おのえきくごろういちだいばなし
」 （弘化四年、
並木五瓶作）が本作に先立っている。一つ一つ独立の宿駅を、筋立てに拠って結びつけ、東下りの流れとするものである。本作は、序文にも言うように、三代目菊五郎の「梅初春五十三驛」の趣向を借り、木曾義仲の忘れ形見、清水冠者義高 様々 身をやつして、東海道 上 頼朝に仇をなさんとする筋立てとなっている。それぞれの宿駅において、三代豊国の「役者東海道」の人物に りすます趣向ではあ が、役者絵ファンにとっては、見覚えた「役者東海道」が、どのように そこ 現れるかということがひとつの面白みともなっているも である。したがって、 「役者東海道」の登場人物に関し の情報 盛り込ま ことにもなる。もっ も、 「役者東海道」と版元 違い、そのための配慮もあってか、現在分か て る「役者東海道」 は、現れぬ人物を配 ところもあり、それなりの独自性を持たせたいという配慮も感じられる。あるいは、また以前からの構想があったも かもしれない。
 
構成としては、 「役者東海道」に倣うため、歌舞伎の五十三次ものとは
逆に、東海道を上る形式と っている。最後、こ 狂言が終わった後に半丁を費やして、京四条芝居打出し後 木戸口 描く（廿七丁裏） おたふくの面 被った木戸番は、江戸の芝居小屋では見受けられぬ のでこれは上方の芝居小屋の「錣打」と呼ば も ある（ 『戯場節用集』八丁表〈享和元年〉 図あり
（
6
）
） 。したがって、劇中の主人公が京上りを果
たした後、以上の狂言 見た京 観客が芝居の終演後に小屋から出てる場面を描いて全体を締めくくる面白 構成としていることとなる。こ
役
者
東
海
道
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うした意味では、一種の架空の正本写し合巻
（
7
）とも呼びうるもので、役者
絵、歌舞伎、文芸作品の三つが密接に関わりあって、成立している興味深い作品ということができよう。
 
 二
 
底本書誌、および翻字要領
 
 
????
底本
 
東京大学総合図書館蔵本（
E24/159. B4255 ） 。合巻形式摺附け
表紙中本三冊。底本は、摺附け表紙が続くように、中巻・下巻の表紙を最初に置き、冒頭に袋を附けて、さらに鞘表紙を附けて一冊に改装したもの。見返しは 上巻見返しを下巻表紙の裏に、中巻見返しを中巻表紙の前に附け直して残す。また、裏表
紙は、下巻裏表紙のみを上下逆に最
後に綴じて残す。不明箇所等は、東京女子大学図書館蔵本（
B913. 
64/5-61 ）を参照した。
 
上巻、一丁～十丁。中巻、十一丁～十九丁。下巻 二十丁～廿七丁。
 
ただし、一丁表は序文、一丁裏～三 表 繍像口絵。三丁裏より表まで本文。ただし、 廿五丁裏・廿六 挿絵のみ、また廿七丁 は芝居打出し後の木戸口を描く。
 
印記
 
寄贈印、 「寄贈、 大正十三年五月十三日、 高英二郎氏」 （袋） 。 印
「明治五改」 （一丁表） 「東京帝國大學圖書印」 （裏表紙） 。
 
書名
 「五十三次錦繪艸紙」 （袋、中巻表紙、上巻見返し） 。
「五十三驛錦繪艸紙
ごじふさんつぎにしきゑさうし
」 （中巻見返し） 。 「五十三驛錦絵草紙
ごじふさんつぎにしきゑさうし
」 （下巻見返し） 。
 
刊年
 
嘉永六年（序文「嘉永六癸丑春新板」 、下巻見返し「嘉永六癸丑
春新刻」 、廿七丁裏「癸丑初春しん板」 、中巻見返し「癸丑春發市」 ） 。改印は、 「子十」 「福」 村松」 （一丁表、十一丁表、二十丁表） 。嘉永五年十月に改めを受け、六年春新版としたもの。ただし 奥付けの刊記は、 「嘉永五壬子初春新版」とある。この「五」および「春」は入木。広告書目の「濡乾茜逢傘」 「仮名文章女節用」は嘉永四年の新版、 「鶯塚梅赤本」三、四、五編のうち、五編は 嘉永五年 新版であるため、この裏表紙は、嘉永 年まで ものを再利用した嘉永五年用のもの。内容から 嘉永五年春の出版はあり得ないため、既存裏表紙の流 であろう
 
作者
 
二代歌川国貞（上巻表紙・上巻見返し「一壽齋國貞画」 、袋・十
丁裏・中巻見返し・十九丁裏・下巻見返し・廿七丁裏 国貞画」 ） 、歌川晴重（中巻見返し・下巻見返し「晴重画」 ） 三代並木 瓶（下巻表紙・上巻見返し「並木五瓶作」 、序文「浅草堂並木述」 、袋・廿七丁裏 並木作」 、十丁裏・中巻見返し・十九丁裏・下巻見返し「五瓶作」 ） 。
 
板元
 
三河屋鉄五郎（奥附「三河屋鉄五郎板」 、中巻見返し・下巻見返
し「三鉄寿梓」 、二十七丁裏「三鉄」 ）
 
?????〇
 漢字は、 原字に相当する字体が文字コードに複数存在する場合は、 もっとも字形の近いものを採用した。
 
〇
 平仮名は、通行の字体 あらためた。しかしながら、 「八」を字母とする「は」字のうち、助詞の「は」 「ば」のみは、意味のくみ取りやすさを考え、カタカナの「ハ」 「バ」を宛ててこれを残した。
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〇
 文字遣いは原本どおりとし、仮名に漢字を当てたり、 濁点を附したりの校訂は行わなかった。
 
〇
 意味の区切りごとに、半角のスペースを置いた。
 
〇
 誤字・脱字、また注記等は、 （
 
）により、本文中また当該文字の右
側に、補ったり付註したりした。
 
〇
 頁、または見開き 最初ごとに、 （
 
 
）によって、 （上巻・見返し）
（一丁裏・二丁表）等とその文字の書 れている部分を示した。
 
〇
 本
文
が
つ
な
が
る
こ
と
を
示
す
、「
▲
」「
△
」「
」
等
の
二
つ
の
合
印
は
、
そ
の一つだけを残した。
 
  
内容量が多いため、まず本文のみの紹介に留め、本文や絵につ ての
分析等は稿を改めたい。
 
 
三
 
翻字
 
 （袋）
 
五十三次錦繪艸紙
 
並木作
 
国貞画
 
全三冊
 
  
（表紙）
 
一壽齋國貞画
 
初編上
 
五十三次錦繪艸紙
 
初編中
 
並木五瓶作
 
初編下
 
 （上巻見返し）
 
五十三次錦繪艸紙
 
一壽齋國貞画
 
並木五瓶作
 
初編上
 
 （中巻見返し）
 
三鉄寿梓
 
五瓶作
 
國貞画
 
五ご
十じふ
三さん
驛つぎ
錦にしき
繪ゑ
艸さう
紙し
 
中之巻
 
癸丑春發市
 
 
 
  晴重画
 
  
▲
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（下巻見返し、
東京女子大学
図書館蔵本によ
る）
 
五瓶作
 
 
晴重
画
 
三鉄寿梓
 
國貞画
 
五ご十じふ
三さん
驛つぎ
錦にしき
絵ゑ草さう
紙し 
下之巻
 
嘉永六癸丑春新
刻
 
 （一丁表）
 
鷄とり
が
啼なく
東あづま
の
名
物
めいぶつ
錦
繪
にしきゑ
ハ
歌
川
うたがハ
の
流なが
れ
絶たへ
ず
末
廣
すゑひろ
く
蔓はびこ
り
年
々
ねん〳〵
 
歳
々
さい〳〵
花はな
相あい
似にたり
當たう
時じ浮うき
世よ繪ゑの
開かい
山さん
元
祖
ぐわんそ
豊
國
とよくに
に
発おこ
り
當たう
世せい
ハ
 
亀かめ
井ゐ戸どの
親
玉
おやだま
專もつは
ら
盛さか
んに
然しか
も
當たう
時じ流
行
りうかう
の五十三
次つぎ
江戸え
ど中ちう
に
 
評ひやう
判ばん
して
遠
國
ゑんごく
迄まで
響ひゞ
き
板
元
はんもと
の
閙いそが
しさ
買かひ
人てハ
門
前
もんぜん
に
市いち
を
聞きゝ
 
二度目に
ど
めをまたも
三さん
鉄てつ
が画
ゑに
合あハ
せたる
續つゞ
き
物もの
錦にしき
双ざう
紙しといふ
 
綴つゞ
り
合あハ
した
根ねなし
草ぐさ
梅ばい
壽じゆ
翁おう
の五十三
驛つぎ
に
義
髙
よしたか
が
種
々
さま〴〵
に
 
容すがた
を
變かへ
たる
趣
向
しゆかう
にもとづき
會言こ
じ附つけ
た
戯たハむれ
譚ばなし
も
初
春
はつはる
のお
笑わら
ひ
 
ぐさ
末
長
すゑなが
き
丑うし
の
年とし
の
誉ほまれ
筆ふで
初はじめ
の
新
板
しんはん
となし
諸
君
方
しよくん
がた
の
 
御
求もとめ
御ご覧らん
の
程ほど
を
希こひねが
ふ
 
 
 
嘉永六癸丑
春新板
 
 
 
 
 
 
 
 
浅草
堂並木述
 
 （一丁裏・二丁
表）
 
力
持
ちからも
ちの
噂うハさ
に髙
たか
き
京
橋
きやうば
しの小万
こ
ま
ん 
本
町
ほんちや
う糸屋い
と
やの
戀
聟
こひむこ
於
祭
おまつり
の佐七
さ
し
ち 
日に本
橋
ほんばし
の
肴さかな
賣うり
腕うで
の喜
き三
郎
さふらう
 
 （二丁裏・三丁
表）
 
俠をとこ
客だて
幡
隨
院
ばんずゐ
ゐん
の
長ちやう
兵衛ベ
ゑ 
鈴すゞ
が
森もり
にて
権
八
ごんはち
に
逢あふ
て身
みの
上うえ
を
引
受
ひきうけ
頼たの
まれる
 
大江お
ほ
えの家
か臣しん
白井し
ら
ゐ権
八
ごんはち
 
 （三丁裏・四丁
表）
 
ころハげんりやく
のはじめ
 き
そのよしなか
 あはづに
てうち
じ
になしけ
るゆへ
 ちや
くし
 しみづのく
わんじやよしたか
 ほん
ごくを
たちのき
 ら
う
に
ん
の
す
が
た
に
な
り
 く
わん
と
う
へ
お
も
む
く
 そ
の
こ
ろ
 よ
り
と
も
ハ
か
ま
く
ら
に
あ
つ
て
 む
さ
し
の
くに
 あ
さ
く
さ
で
ら
の
く
わ
ん
おん
を
 し
ん
じ
て
 
ほ
ん
ど
う
を
こ
ん
り
う
し
て
 日ご
と
の
さ
ん
け
い
に
て
 ゑ
ど
のは
ん
ぜ
う
 か
ま
くらにひとしく
 にほん
ばしの
さかないち
 じんじやぶ
つかく
のにぎはひ
 
ふでにもかきつく
しがたし
 し
みづのくわんじや
よしたか
 よ
りともをう
た
ん
と
 か
ま
く
ら
へ
お
も
む
き
 大
江
い
な
ば
の
介
の
け
ら
い
と
な
り
 白
井
ご
ん
八
と
名
を
か
へ
い
た
り
し
に
 おな
じ
か
ち
う
に
 ほ
ん
ぜ
う
助
太夫
と
い
ふ
 ぐ
ん
がくしはんのさむ
らひありし
が
 この助太
夫がいへに
 ぐん
がくのひしよ
 
し
ん
め
う
け
ん
と
な
づ
け
し
一
チく
わ
ん
を
つ
ね
〴
〵
の
ぞ
み
し
が
 あ
る
よ
ひ
そ
かに
 かれが
たくへゆき
て
 な
にとぞしんめうけ
んを見せて
くれとのぞみ
しゆへ
 助太
夫
 大
きにはらた
て
 ごん八を
はぢしめけ
れば
 ごん
八たんき
のもの
 たちまち助太夫を
きりころし
 しんめうけんの一
チ くわんを
 
うばひとり
 そのよ
 ちくてん
して
 ゑどへ
にげきたり
しとち
うにて
 ばん
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ずいてうべゑといふ男だてにあひ
 だん〳〵身のうへをたのみしに
 てう
べゑ心よくたのまれ
 ともなひて
 ゑどはな川戸のてうべゑがうちにかく
まはれゐたりしが
 もとより
 うつくしきびせうねんのわかしゆにて
 い
ろにふけり
 身もちあしく
 いろぐるひなし
 つぢぎり
 ごうどうせしゆへ
 
ついにめしとられ
 身のきうあく
 ろけんにおよびけれバ
 大江けへ
 ひき
わたされんと
 あみのりものへうちこみ
 ゑどより
 しな川
 へおくりしに
 
よふけて
 すゞがもりへかゝり
 にんそくども大ぜいうちより
 あみのり
ものをおろしおき
 たてばへゆき
 さけをのまんと
 はせゆき あとにて
 
ごん八
 かねてかくしもつたるこづかにて
 うちより
 あみのりものをき
りやぶり〳〵て
 うかゞひいでゝ
 にげゆかんとせしに
 人
ン
 そくども
 た
ちかへり
 これを見つけ
 それにがすなト
 とりまくを
 ごん八ハことゝも
せず
 のりものにつけたる
 ぞうもつのわきざし
 とつてぬきはなし
 あた
るをさいはひ
 きりたふし〳〵て
 なんなく
 のこらずきりころし
 はだに
つけたる
 しんめうけんの一
チ
 くわん
 とりだし
 これさへあれバ身のし
ゆつせ
 ふたゝび
 よりともにちかよるてづると
 うちゑみて
 ゆきかゝる
うしろより
 ゑいと
 こゑかけ
 うつつぶて
 こん八びつくり
 ふりかへれ
バ
 めさきへさしだすてうちんのほかげに
 見あはすかほとかほ
 てうべ
ゑどのか
 ごん八と
 いふハよをしのぶかりの名
 まことハしみづのくわ
んじや
 ▲
 よしたかさま
 はやくこのばをたちのかれよと
 いふまに
 お
ちたるいぜん つぶて
 ごん八
 手にとり
 こりや一
ト
 つゝみのおほくの
かねハ「ろようにさ しやい「かたじけな
 れいハかさねて
 おわかれ
申スと
 一ッさんに
 よはにまぎれて
 ごん八ハあしにまかせて
 はしりゆ
き
 はや
 川さき
 のぼうばな
 六がうのわたしばにさしかゝる
 ふねをた
のむといひければ
 こやのうちより
 やぐちのとんべゑ
 かほさしだし
 お
れハせんどうじやが
 こゝのものでハない
 さつきから
 だれぞわたしを
こすものがあらバ
 いつしよにわたらうと
 このごや
（こ）
でねてゐたが
 さて
〳〵よるハどうちうぶつそうゆへ
 人がとふらぬ
 いつまでゐても
 はて
しがない
 いそぎなら
 こゝにあるふねをかりて
 わしがこしてやらうが
 
それも
 ふなちんしだいじやと
 あしもとつけこむごうよくおやぢ
 きづ
もつあしのごん八が
 心もせけバ
 わたしてさへくだされバ
 いくらでも
やりませう「そん ら
 まづ六ごうといふ名で
 六くわんくだされといふ
に
 こいつしれものと思へど
 ごん八ふところより
 こばん一
チ
 まいなげ
いだし
 はやくしやれとい に
 とんべゑ
 かねとつて
 ヲツトがてんと
 
つなぎしふねへとびのれバ
 つゞいてごん八のりけれバ
 とんべゑ
 さほ
さしこぎ す
 あとよりおつてのこゑ〴〵
 そのふねかへせと
 よばは
れバ
 われハなむさんぼうと
 これ〳〵せんどう
 のぞみしだい
 かねハや
る
 はやくふねをはしれ〳〵と
 いらだてバ
 心えましたと
 とんべゑがろ
をおしたてゝゆくほどに
 ふねハひがしのおきのかたへこぎいだして
 よ
あけころ
 かな川
 のおきにつきけれバ
 よくにふけりしとんべゑが
 ふね
をとゞめて
 見れバこなたハゆへあるおさむらいそうなが
 あとから
 お
つてのくるやうすハ
 ごなんぎと見たゆへ
 こゝまでこいではしりました
が
 さだめし
 しつかりごほうびが
 ござりませうな
 「いかにも
 なんぎを
すくふてくれたほうびハそれと
 小ばん十まいさしだせバ
 とんべゑ
 う
ちゑみ
 まだこのうへ
 どのやうなことでもたのまれませうと
 いひける
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にぞ
 ごん八ハゑつぼに入
リ
 そんなら身のうへおたのみ申さん
 そのもと
のゆかりに
 よきやしきもあるならバ
 しくわんののぞみと
 いひけれバ
「それハさいはひ
 わしがでいりやしき
 たけざはけんもつさまハ
 この
かなざはにしろを
 つぎへ
 
 （四丁裏・五丁表）
 
つゞき
 かまへ
 いまよきけらいをさがすさいちう
 そのやしきへごすい
きよいたしませうと
 のみこめバ
 ごん八よろこび
 また十両とりいだし
すこしなれども
 とうざのほねをり
 まだこのうへにも
 おれいハいくら
もいたさんと
 いふに
 とんべゑ
 そんならすぐに
 かなざはのやしきへと
ろをおしきつてこぐ
 ▲
 ほどがや
 のうらてをこへ
 はや
 たけざはのし
ろやかたへつ しかバ
 ごん八ハ名をかくし
 はやのかん平みつおきと
 
なり
 とんべゑにともなはれて
 けんもつにめみへせしより
 とんべゑに
 
おんあるぶしゆへ
 さつそくに
 かん平をかゝへしに
 はつめいさいちの
わかものゆへ
 きんじゆとなりてつとめ
 とんべゑにハ
 また〳〵かねを
やりしゆゑ
 けんもつにすいきよなし
 ほうこうせしに
 うつくしきわ
しゆなれバ
 おくづとめのこしもと
 おかるになれそめて
 かいろうどう
けつのちぎ をなしゐた しが
 いつしかこのことあらはれて
 たけざは
けんも がきこへあれバ
 ふたりとも
 ひつとらへて手 ちに んといふ
を
 かんへゑ
 ほのかにきゝ
 大もうある身のうへを
 いのちがだいじ
 女
もふびんと
 よにまぎれ
 このやしきをぬけいでゝ
 とつか
 に
 はしり
 お
かるのおやざ ハ
 このしゆくのざいしよときゝ
 それより
 どう〳〵し
て
 ともなひゆき
 しばらく身をかくし
 おかるのおやのうちにかくまは
れてゐたりしが
 くわんじやよしたか
 つら〳〵思ふに
 われかくすがた
をかへ 身をしのぶも
 ちゝよしなかのむねんをはらさんと思ふゆゑな
り
 しかるに
 かゝるざいしよにひそみゐてハ
 大もうむなしくならんも
ざんねんと
 かきおきをしたゝめて
 ひそかにこのところをたちのきける
ゆへ
 おかるおやこハかきおきを見て大きに
 
 なげき
 かきくどくこそ
どうり也
 されバ
 よしたかハ
 ふじさは
 のしゆくへ
 ゆぎやうせう人ハ
ちゝよしなかのゆかり
 
 あれバ
 このてらへたづねゆき
 せうにんにあ
ひ
 身のうへをたのみけるゆへ
 よしなかのちやくしゆへ
 せけんをはゞ
かり
 
 かまくらちかきことなれバ
 もれきこへんことを
 
 おそれ
 て
らこせうとなし
 をぐりはんぐわんのちすじのものといつはり
 をぐりの
助と名を へ
 こせうすがたとなり
 このてらにしのびゐたるに
 もとよ
り
 びせうねんのよしたか
 ことに
 よしなかのちすじなれバ
 いやしから
ず
 ひとがらよきわかしゆぶりに
 きんへんのむすめ
 みるたび心をうご
かさぬハなかりける
 こゝよりほどちかき
 平つか
 のあたりに
 よろづや
といふ大しんだいのせうやあ
 このうちに
 むすめみゆきといふ女
 い
つしか
 をぐりを
 ふじさはでらのはなみのとき
 つぎへ
 
 （五丁裏・六丁表）
 
つゞき
 見そめて
 こひわづらひとなりけれバ
 ふたおや
 なけきかなし
みて
 むすめに
 ことのやうすをきかせけるに
 ふぢさはでらのこせう
 を
ぐりに
 しうしんのよし
 はなしけれバ
 ふたおや
 むすめのあいにおぼれ
 
??
?
▲
?
?
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ひそかに人をたのみ
 をぐりをまねきけれバ
 をぐり
 ふしんながらも
 よ
ろづやへきたるに
 てうゑもんといふあるじいでゝ
 むすめのこひやみを
はなし
 むことなつてくれとたのむにぞ
 をぐり大もうある身なれバ
 よ
きたよりもと
 わざといつはり
 せういんせしかバ
 ふたおや
 ▲
 はじめ
 
むすめの ろこび大かたならず
 びやうきも
 ほんぶくして
 をぐりと
 ふ
うふとなり
 むつましくくらしけるうち
 あるじ
 あるとき
 をぐりにいふ
やう
 われもとハへいけのぶし也
 かくよをのがれて
 このところにすむ
 
いま御身とおやことなれバ
 つゝんでせんなし
 わが
 
 しよぢのたから
を見せ申さん
 をぐりをつれて
 くらのうちへともなひ
 しな〴〵のた
から けるなかに
 へいけるいたいのたから
 こがらす丸のつるぎあ
るゆへ
 をぐりハなにか心にしあんし
 そのばハそのまゝけんぶつして
 
よろこびしていゆへ
 てうゑもんも
 ゆく〳〵ハこのしな〴〵ゆづり申さ
んといふ
 をぐりその
 
 よのうちに
 くらへしのびいり
 こがらす丸を
ぬすみ
 そのばをちくてんして
 
大いそ
 のかたほとりへ身をしのび
 今
 
 にぎはしきくるはのはんぜうなれば
 このさとにいりこみ
 やうすを
うかゞはゞ
 よりともをうたんよきたよりもがなと
 すがたをバ
 かへて
 
小田はら
 ういらううりと身 やつし
 くるはのうちをはいかい て
 よ
のありさまをきくに
 そがきやうだいハ
 おやのかたきをうたんと
 あさ
ひながてびきにて
 このくるはへいりこみ
 とらせう〳〵といふけいせい
になれそめしと ゝ
 よしたか思ふに
 あさひなハわれとハはらがはりの
きやう
 
 だいなれど
 わだへやうしとなりしゆへ
 もしわが身のうへを
 
さとりしられてハ大もうのさまたげなりと
 しあんをなし
 また〳〵平つ
かへかへり
 まんてうの
 つぎへ
 
 （六丁裏・七丁表）
 
つゞき
 むすめにひそかにあひしに
 大きによろこび
 このうへハいづく
へたちの 給ふとも
 一ッしよにともなひ給へやと
 とりつきすかりなげ
くにぞ
 をぐり
 いまさらふびんに思ひ
 ふたおやにあふてハわが身のう
へあしからん
 これよりすくにともなひて
 たちのかんといふに
 むすめ
もいそ〳〵と
 おやにもいは
 こひゆへに
 をぐりに
 いさなはれて
 す
みなれし
 ふるさとのわがやをはなれて
 ほどちかき
 さかみ
 ▲
 のくに
にぞ
 たどりゆく
 さても
 よしたかハまんてうのむすめをつれて
 あしが
らの里に
 かくれすまゐせしが
 
 せうばいハしらぬやせらうにん
 いつ
しか
 ふうしつのやまひにとしられ
 なか〳〵のひやうきに
 たくはひも
 
 
 
 
 
 
ねらふものにて山しろのらうにん
 ほんみやうハいゝぬまかつ五良と
 い
つはり
 はこね
 こんけんに
 きせいかけ
 ほんぶくを
 
 いのらんと
 く
るまをしつ いて
 これにのりて
 つまにひかせて
 ひごと〳〵に
 ごんげ
んへ
 まいりけれバ
 つまのみゆきも
 をつとのびやうきをへいゆ
 
 さ
せて
 たづぬるかたきをうたせたく思ひ
 かつ五良にかくして
 ごんげん
に
 その身をいけにへとなし
 三七日たきにうたれて
 あいはてる
 かつ五
良ハこれをしらず
 このほどより
 まい日〳〵さとへいでゝ
 ようありと
ゆくゆへ
 けふもまた里へゆきしと
 次へ
 
 
??
?
?
?
?×
??
?
?
?
▲
つき ど
大もうある
よしたかなれハ
みゆきにハおやのかたきを
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（七丁裏・八丁表）
 
つゞき
 思ひしに
 よにいつてもかへらねバ
 大きにあんじ
 みちまでむ
かひにゆかんにハあしたゝず
 そのまゝあんじ
 ねいりしゆめに
 はこね
ごんげんあらはれて
 なんじがつま
 われにいのりて
 身をにへとして
 あ
いはてたり
 ふびんのあまり
 なんじがなんびやうハへいゆさせしそ
 は
やくこゝを ちのきて
 するかのくにへおもむくべしと
 いふかと思へバ
ゆめさめたり
 かつごらう
 おどろきなから
 思はずも
 たちあかり
 わが
身ながらも
 びつくりし
 さてハつまハごんげんへ身をにへとし
 あいは
てしとハふびんの となり
 ありがたきハごんげんのごりせうあらはれ
しや
 これより
 ゆめのつげにもとづき
 するがへおもむかんと
 ▲
 よう
いな て
 そのあけがたに
 さがみをたち
 いづの
 三しま
 に
 さしかゝれ
バ
 こゝに名うての女のとうぞく
 おせんといふものに
 であひしに
 おせ
んも
 くせもの
 よしたかのひとがらに
 これまさしく
 このごろ
 うはさ
のある
 きそのおちうど
 しみづのくわんじやよしたか
 
 ならんとさ
 
つせしゆへ
 わさと
 わうらいのしつの女とやつして
 よしたかのみちづ
れとなり
 人なきところにて
 いろじかけにして
 さぐりよるを
 よしたか
も
 それとさとり
 とうかいたうに名のたかき
 三しまのおせんとやら
 こ
のほうにこゝろあらバ
 みやこへのぼり
 大もう
 
 せうじゆのそれまで
に
 ろようのかねがかりたい
 といふに
 おせんが
 さこそとさとり
 大も
うある身と見てとつた
 みしまおせんと
 
 見られしうへハなのるにお
よばず
 おのぞみのろよう
 おかし申スと
 ふところより
 なげだす
 かね
ハ百両あまり
 よしたか手にとり
 つぎへ
 
 （八丁裏・九丁表）
  
つゞき
 かたじけない
 とうざのしちもつあづけんと
 しこみのつるぎ
 
さしいだせバ
 おせんハとつてうちまもり
 こりやこれ
 たしかにへいけ
のてうほう
 こがらす丸「これ
 めつたにぬくまい
 あづけたしろもの 「た
しかにしちも うけとつた
 まづそれまでハさらバ〳〵と
 たちわかれ
 
おせんハわがやへ
 よしたかハまづこのありさまにてハ
 ぬまづ
 でかり
たるかねにて
 その身をごふくやのあきんどにこしらへて
 人しれず
 す
るがぢさして
 ゆきかゝりしに
 このしゆくに七十あまりのおやぢのくも
助へい作といふもの
 もと
 かまくらのうまれにて
 よしたかを見しり
 そ
ばへたちよりて
 もしやあなたハよりともさまのひめぎみといひなづけ
あつて一ッたんかまくらへおいであり
 よしなかのきんだちにてハな
かりしか
 といふにびつくり
 よしたかハわざとかくして
 いや〳〵わし
ハそのやうなものでハなし
 ごふくやの十べゑといふ
 ▲
 あきんどじや
といつはれば「 るほど
 おかくしなさるのも
 もつともながら
 わたく
しこ ハ
 かまくら八まんのしやけにて
 大ひめのおそばへたび〳〵ま
いり
 あなたのかほハよくぞんじてをります
 いまかくおちぶれて
 くも
助とな さがりしも
 おほひめにたのまれまして
 よりともさまへ
 あな
たのいのちごひをたび〳〵いた たゆ
 きそのよるいと
 げんじのうた
がひ
 それゆへ
 かまくらをついはうされて
 せんかたなくも
 このするが
へ
 きて
 かゝるまづしいくも助
 あなたさまを見るにつけ
 むかしが思ひ
だされますと
 身をくやみて
 しほるれバ
 よしたか
 さてハとふびんにお
??
?
?
?
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もひ
 としおいて
 さだめしなんぎにあらん
 なるほど
 われハよしたかな
れど
 しつてのとふり
 世をしのぶ
 
 身のうへなれバ
 それとハなの
りがたし
 かならず〳〵
 よしたかの事
 人にさたすべからず
 とうざの
 
 なんぎ
 見かねて
 しんぜる
 させうながらと
 小ばん十まいやりける
にぞ
 へいさく
 とつておしいたゞき
 
 おしいたゞき
 かたじけなみだ
 
見おくれバ
 十べゑ
 わかれていそぐ
 まつなみき
 つぎへ
 
 （九丁裏・十丁表）
 
つゞき
 こなたハふじがね
 はら
 よしはら
 とたどりゆく
 こなたのかた
より
 おゝい〳〵とこゑをかけ
 はしりきたるものあり
 よしたか
 ふりか
へり
 見れバ
 身ハすみぞめのやさほふし
 ふろしきづゝみをせおひ
 あじ
ろがさにて
 おもてをかくし
 ゆゑありげにあゆみより
 いかに
 よしたか
ぎみ
 ちゝのとむらひいくさせんとて
 さま〴〵にすがたをやつし
 かん
なんくらうなし給へども
 いま
 よりとも
 四かいをにぎり
 につほんそう
ついほし
 せいゐたいしやうぐんと
 あふがれ給ふハまつたくじんりきの
およぶところにあらず
 これ
 てんよりさづけし
 てんがのたいしやう
 な
か〳〵御身 かほどに
 ねらふとも
 たまごをもつてばんじやくをうつに
ひとし
 おもひとゞまり給へ
 われこそハきんていほくめんのぶし
 さと
うのりきよ
 いま
 しゆつけして
 さいぎやうほふしと申スなり
 ちゝよし
なかとハちか きとも也
 はからず
 ぬまづのまつばらにて
 へい作とや
らがことばにて
 よしたかこうと
 きゝしつたり
 それゆへ
 おんあとをし
たひ
 かくハ申シあげたり
 はつたいめんのひきでに
 これをしんじ申さ
んと
 ころものそでより
 こがねのねこをとりいだし
 これこそ
 われ
 か
まくらどのへ
 けんざんのひきでに給はりしが
 しゆつけの身にて
 たか
らハむえき
 よしたかこうへまいらせんと
 さしいだせバ
 よしたかとつ
て
 だいぢへなげすて
 いかに
 のりきよ
 われいやしくも
 あさひせうぐ
んよしなかのちやくしとうまれ
 一ッたん思ひたちし
 ちゝのあだ
 この
まゝむな くとゞ ら や
 いけんかんげんきくもうるさし
 けがらはし
や
 ふたゝび
 ものいふな
 さらバぞと
 よしたかハあとをも見ずに
 にし
のかたへといそぎゆ
 さいぎやう
 あとをうちながめ〳〵
 むえきのく
ちをひらいたりと
 すてたるねこをとりあげて
 さてもよしなき
 よしな
かの身のためならぬかたきうち
 世ハさま〴〵のひとごゝろト
 ひとりご
ちして
 すご〳〵と
 又もあづまへくだりゆく
 すがたハすゑのすゑまで
も
 のこりて
 ふでにかきつたふ
 さとうのりきよが身のなりゆきぞゆか
しけり
 されバ
 ごふくやすがたのよしたかハのりきよにふだうに
 身の
すでうを見すかされ
 大きに
 ▲
 はらたて
 そのばをけたて
 いそぎしに
 
かんばら
 のほとりにちかづけバ
 いちめんにうみづらにて
 いはほにこ
しかけ
 しばし
 やすらひたるをりから
 のばかまはおり大小にて
 りつば
 
 
 
う人
ン
とさまをかへ給へども
 こゝろに大もうあるにんさうなり
 つゝま
ずあかしなのられなバ
 かたきのたすけともなるべし
 いかに〳〵トいひ
けれバ
 よしたか
 きつと見て
 おん身もいちもつあるこつがら
 われこそ
ハ
 トいはんとせしが
 いつわつて
 とうじ
 らうにんにて
 かないたに五
良といふもの
 して
 そのもとのせいめいハと
 たづねに
 さむらひ
 ふと
??
?
?
?×
さむらひ
よしたかのそばへたちより
そつじながら
そのもとにハて
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ころより
 しらはたをとりいだし
 それがしこそ
 へいしんわうのこうい
んにて
 たちばなのもろゑのちやくりう
 ゆい
 ひやうぶのすけじやうゑ
つといふもの
 よりともに
 うらみあつて
 かまくらをくつがへさんかね
てのたいもう
 いまそのもとを見るに
 かまくらに
 うらみをふくみし
 に
んさうあるゆゑ
 たがいにちからをあはせんとおもふゆゑに
 たちよりて
 
ことばをかけ り
 しよぞんハいかにと
 とひけれバ 「いしくも
 さとりし
 
じやうゑつどの
 われ
 かね〴〵
 よりともをうたんと
 つけねらへども
 
身がらいつし に
 くはだてかたるひともなし
 いまそのもとをきゝし
に
 かまくらにうらみありとハよきかたうど
 これより
 たがいにこゝろ
あはせて
 大もうのくはだてなさん
 それにつけても
 ひとつの手だてハ
このかいだうにかくれなき
 とうぞくのてうぼん
 しらいやといふもの
 
いま ほとりのゑきに
 ありときく
 われ
 しらいやにたつねあは
( ゞ
) 
きやうちうさぐりて
 かたうとになさんと
 おもへども
 うかつにだいじ
をうちあけがたし
 このぎハいかにと
 いひければ
 じやうゑつ
 につこと
うちわらひ
 これも
 かね〴〵じらいやに
 めぐりあひ
 このことなさんと
おもふゆゑ
 これより
 おきつへ
 たづねゆき
 ことのやうすをさぐりみん
 
おん身ハみやこへおもむきて
 おほうちのやうす見とゞけて
 つげしらさ
れよ
 われ
 かまくらのやうすを
 うかゞひ
 きでんへしらせん
 いかに〳〵
と
 とひければ
 
 たに五良いさみたち
 しからバ
 このまゝみやこへ
たゝれよ
 さりながら
 わかしゆにて
 ひとめだつ
 六十六ぶとすがたをか
へ
 くわんとうぶしに
 いでたゝんと
 たがいに
 みつじをかたりあひ
 ま
たのさいくわい
 そのときと
 ひきわかれゆく
 ゆうしとゆみとり
 四かい
をのぞむ
 だいたんふてき
 わかれてこそハいそぎゆく
 
○たに五良ハすぐに
 すがたを六ぶとかへ
 ひとにしらさず
 たゞひとり
 
かねうちならし
 ゆくそらの
 はやほどもなく
 ゑじり
 をこへて
 ふちう
 
のしろを見かへりて
 ゆくともなしに
 まりこ
 にゆき
 よしたか
 これよ
り
 おもふより
（う）
 せんたつて
 のりきよが
 われにあたへし
 こがねのねこ
と
 おもひあはせし
 このつたのほそみちに
 ねこいしといふ
 きいのいし
あつて
 をりごとに
 くわい
( ゐ
) をなすときゝおよぶ
 これより山中へわ
けいりて
 そのねこいしを見とめんと
 しゆぜうをついて
 しと〳〵と
 つ
たのほそみち
 わけゆけバ
 くさおひしげりし
 そのうちに
 ねこのかたち
の大せきあり
 よしたか
 きつとながめて
 さてハこのいし
 せきこん
 の
こりしか
 たゞしハくわい
( ゐ
) のわざなるか
 ためしみるにハ
 われるい
だい
 つたはるあさひのみだのそんぞうこそ
 れいけんあらたなり
 ふし
ぎにみんと
 そんぞうとりだし
 せきめんに
 さしつけれバ
 つぎへ
 
 （十丁裏）
 
つゞき
 ふしぎや
 あたりめいどうし
 ねこいし
 たちまちさんらんして
 
とちうよりあらはれいでしハと ふりたる大ねこの
 ばつくん
 すぐれし
かたち
 にちくちより
 くわゑんをふきいだし
 ひとのものいふこゑをは
つし
 われ
 としひさしくこの山にすむといへども
 こざのりけんに
 この
ちをさり
 さよの中山へ
 すみかをかへて
 ふたゝび
 くわいゐをなすべし
 
わがつうりきをこれ見
( よ
) と
 しんどうらいでん
 ▲
 はたゝがみ
 つちす
なとばし
 かの大ねこのすがたも
 たちまちくもにのり
 まふうとともに
 
??
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とんでゆく
 おかべ
 もいつか
 ふぢゑだ
 こへ
 ゆくへもしらず
 とびさり
しハあやしおそろししだい也
 よしたか
 きいの思ひをなし
 みだのそん
ぞう
 ふところへ
 をさめたかほのふてきのわかもの
 又もすがたをやつ
さんと
 ゆう〳〵としてたどりゆく
 
五瓶作
 國貞画
 
 （十一丁表）
 
されハよしたかハみやこのかたへこゝろさして
 たどりしが
 六十六ぶの
すがたにてハよろづにたよりもあしけれバ
 もとより
 よういのかねも
 
たくはへあ
 ▲
 くわんとうより
 みやこへ
 じゆんけんのぶしとなり
 
こまさは次良ざゑもんとなり
 わうらいなして
 しまだ
 のしゆくへ
 きた
るをりしも
 このしゆくに
 あさがほといふ
 もうもくの女
 さみせんをひ
き
 うたうたふに
 おもしろくしゆせうなりとて
 みな
 このあさがほのう
はさ
 なしけれバ
 次良ざへもんも
 そのうはさをきゝ
 なぐさみに
 きか
んとて
 やとのものに申すゆへ
 はたごやのかないのものハつね〴〵ひゐ
きのあさがほなれバ
 さつそくに
 よびにやりけれハ
 次良ざへもんハさ
しきへ
 さけさかな りよせ
 じゆんけんのやくにんときゝしゆへ
 きん
ごうのやくに
 きたりて
 もてなしゐるところへ
 あさがほハやどのも
のに
 
 いざなはれ
 ざしきへきたる
 次良ざへもんハなにこゝろなく
 
あさかほのかほをよく〳〵見れバ
 とつかのざいにて
 おきざりして
 わ
かれたる
 おかるゆへ
 大きに
 次へ
 
 
（十一丁裏・十二丁表）
 
つゞき
 おどろき
 いかにして
 もうもくとなり
 このあたりに
 さまよひ
しと
 ▲
 ものいはんにも人のあり
 大もうある身のうへ
 それとハいはれ
ず
 むねをくるしめゐたりしに
 あさがほハさみせんとつて
 ひきならし
 
うたふ
 
 こゑさへ
 しゆせうなる
 おんせい
 うれひをもよふせバ
 次良
ざへもん
 ふびんさに
 それとハなしに
 小ばん十両とりいだし
 さだめし
二
タ
 おやもあるべし
 もうもくの身にてふびんのいたり
 これハこよひの
はなだいと
 わたせバとつて
 ありがたなみだ
 ふしをがみ〳〵
 わかれし
をつとゝつゆしらず
 一
チ
 れいのべて
 たちかへる
 ざしきも
 かたづけ
 
次良ざへもん
 そのよハふしてあくる日ハそう〳〵にたちいてゝ
 大井川
をなんなくわたり
 かなや
 のしゆくへ
 さしかゝりしに
 かまくらのはや
ひきやく
 みやこへのはやつかひゆく
 七ッまで
 につさかのしゆくへ
 ま
ちあはせのことありとのよし
 これをきくより
 よしたかハ
 たしかに
 よ
りとも
 きん〳〵に
 みやこへ上らくのしらせなるべし
 いざや
 おつかけ
 
ひきやくを手にかけ
 一ッつう
 
 うばひとり
 ようすを見んと
 ゆきか
けしが
 ときうつれバおッつきがたし
 しかし七ッをうたバ
 そのところ
へとゞまりをるべし
 さいはい
 こゝより三四丁
 さよのなかやまへ
 はせ
ゆき
 むけんさすの
（ん）
かねを七ッについて
 ひきやくをとめんと
 身がるに
こしらへ
 よしたかハ
 につさか
 より
 きたみちづたひ
 なか山へ
 はせゆ
きて
 かのむけんさ のしゆろうへあがり
 人なきをさいはひに
 つきが
ねごんと
 うつおとに
 てらのものどもびつくりし
 これハいかにといふ
うちに
 またもつゞけてごん〳〵と
 ひゞけハみな〳〵さはぎたて
 それ
??
??
?
42
資料紹介『五十三次錦繪艸紙』 
つかすなといふうちに
 三ッ四ッとつきたつる
 どつこいならぬと男ども
 
さゝへるものをつきのけ
 なげのけ
 なんなく七ッうちきつて
 あとをも
見ずして
 よしたかハひきやくのとゞまるところをバ
 いづくとしらねど
 
心のふてき
 
 
 
 かまくらのひきやくといふ
ハこのたび
 よりとも
 大ぶつくやうといひたて
 みやこへ
 つぎへ
 
 （十二丁裏・十三丁表）
 
つゞき
 上らくして
 きんていしゆごのものを
 さだめきて
 きそへいけ
のざんとう
 せんぎさせんとのためにして
 かまくらさんろうより
 くわ
んばくへの
 つかひなりしが
 よりとも
 上らく
 ゑんいんとなりしを
 な
い〳〵のしらせなれバ
 あとへ
 ひつかへさせんようすゆへ
 おひ〳〵つ
かひきたるゆへ
 ひきやくのやくにん
 ▲
 七ッのかねをきゝ
 かけ川
 の
ほんぢんへとゞまりけれバ
 
 
 このようすをきくよ
り
 すぐさま
 かけ川のほんぢんへきたり
 かまくらさんろうよりの
 はや
おひの
 
 ししやといつはり
 たいめんして申けるハ
 さんろうのかた〴
〵
 きふに
 ひやうきの事あるにつき
 いつたん
 つかはせし
 みやこへの
しよかん
 このほうへ
 とりもどしきたれとのししや也
 いそぎわたさる
べしといひけるにぞ
 ひきやくのやくにん
 さきぶれありし事なれバ
 な
んのきもつかず
 さんろうよりのしよめんをわたしければ
 
 よしたか
 
とるよりはやく
 あい つのべて
 いそぎいでし
 そのあとへ
 また〳〵か
まくらのししや
（ママ） 
 きたり
 あとへひつかへすべきつかいゆへ
 いま
 し
しやきたりて
 しよめんをわた
( せ
) しといふに
 あとよりのししや
 大き
におどろき
 それぞ
 くせもの
 おつかけいと
 げぢして
 おつてをつかは
しける
 よしたかハさんろうの一ッしよを
 ばひとり
 いざや
 みやこにお
もむき
 はかりごとを
（脱文あるカ）
 がんどうてうちんに
 みちをてらし
 のばかまはお
り大小にて
 しのび〳〵に
 ゆくうちに
 かまくらのさんろうの一ッしよ
をうばゝれしゆへ
 あまたのとりてをいだし
 おつかけさせ
 きびしくせ
んぎなしけれバ
 よしたか
 のがれんかたなく
 みちにて女をきりころし
その
 
 きるいをはぎとり
 女のすがたとなりて
 ゆきかゝりしに
 おひ
〳〵
 つぎへ
 
 （十三丁裏・十四丁表）
 
つゞき
 おつてのやくにんきたるゆへ
 まづ身をかくして
 しのびいで
 
しづまりしあとにて
 しづかに
 ことをはからはんと
 うらみちへゆくに
 
ふくろ井
 のざいに
 じけんじといふ
 わうばくしうのてらありけれハ
 こ
のてらへゆきて
 ぢないのやうすをみるに
 くつきやうなる
 しゆろうだ
うあり
 いしがきたかく
 そのうへに
 からはふづくりに
 りつばのらうが
く
 しゆぬりのかうらん
 けつこうなるしゆろうなれバ
 これ
 さいはいと
 
よにまぎれて
 このうへにあがり
 しのびて
 しばし身をのがれ
 おつての
やくにん
 こゝかしことたづね
 よしたかのゆくゑしれねバ
 しゆく〴〵
へ
 ゑすがたをもつて
 はいふをまはして
 さがしける
 このころ
 見つけ
 
に
 なだかき
 しらつか十ゑもんといふ男だてありけるゆへ
 やくにん
 こ
の十右エ門をたのみ
 よしたかのにんさうがきをわたしおけバ
 十右エ門
 
いさいこゝろえ
 そのきんへんをたづねさがせしに
 ころハやよひのはな
▲
?
?
すがたやつして
はしりゆく
よしたか
はせきたり
??
 
?
?
?×
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ざかりゆへ
 かのじけんじへ
 はな見がてらに
 ゆきしところ
 ▲
 十右エ
門が子ぶんのもの
 くろつかさんへいといふもの
 このしゆろうのけつか
うなるを見て
 このうちをけんぶつせんと
 なにごゝろなく
 しゆろうへ
あがるを
 よしたか
 おどろき
 とりてのやくにんと思ひ
 かくせしかたな
 
ひきぬきて
 きりたをし
 またもきたらバきりたをさんと
 かたなひつさ
げ
 かうらんへ
 かけいで
 四ほうに目をくばりゐたるに
 十右エ門ハさて
ハくせもの
 このところにしのびをるかと身をかため
 きつと
 しゆろう
を見あぐれバ
 うつくしきかほを
 女とハみゆれど
 まさしく
 ひとくせあ
るやつ
 もしや
 はいふのよしたかならんと
 すがたゑいだして
 よくみれ
バ
 まがふかたなき
 よしたかゆへ
 うちとらんと思ひしが
 かれも
 げん
じのちやくりうにて
 きそのちやく子なれバ
 心のうちに
 ゆだんのてい
をなし
 わざと
 ぢないをいでけれバ
 よしたか
 もしや
 きんへんをとり
かこまんと
 とほざかりしものならん
 こゝにあつてハふくろのねづみ
 
はや〳〵ほかへ がれんと
 しゆろうよりとびおりて
 おつてきたらバ
 
 きりぬけんと
 まなこをくばり
 あたりを見るに
 さへぎるものもあら
ざれハ
 心しづかに
 おちてゆく
 だいたんふてきの
 つぎへ
 
 （十四丁裏・十五丁表）
 
つゞき
 くせものと
 十右エ門ハおつかけもせず
 なにか心にしあんして
わがやへこそハたちかへる
 よしたかハ身をしのばんに
 せんぎきびしけ
れバ
 とう〳〵みなだへ
 ふねにてこぎよせしに
 このせつ
 きうしうより
げんかいのなだゑもん
 もと
 けそりの九右エ門といふかいぞく
 こゝへ
 
こぎよせいたるをさいはひ
 このふねへ
 ▲
 ゆきて
 なだゑもんをたのみ
 
われ そしみづのくわんじやよしたかなり
 こんど
 みやこへ
 はせのぼ
り
 ちゝよしなかのとむらひいくさ
 もよふさんため
 おもむくなり
 さり
ながら
 ゑんしうのみち〳〵
 せんぎきびしけれバ
 しばらく
 かくまひく
れよと
 たのむゆへ
 なだゑもんも
 よしなかのちやくしなれバ
 のち〳〵
よしたか
 もし世にいでなバ
 よきかねもふけのつるなりと
 こゝろよく
かくまひおけバ
 よしたか
 あんとして
 まづこのふねのうちにかくまは
れ
 せけんのありさまをきゝしに
 はままつ
 まひさか
 のきんへんハふな
つきのことゆへ
 かまくら り
 せんきまち〳〵にて
 このころ
 よりとも
 
よし ね な
 ふわとなり
 かちはらのざんげんにて
 よしつね
 かまく
らのうたがひうけて
 みやこをひらき
 みちのくへくだると
 さたあるに
よつて
 かまくらのいかりつよく
 しよこくへ
 しんせきをかまへ
 よしつ
ね身 りのものを
 めしとらんとの
 さたなれバ
 なか〳〵
 よしたか
 う
かつに
 わうらい
 なりがたき
 ようすなれバ
 いかゞして
 みやこへゆか
んと
 さま〴〵に
 くろうしていたるに
 またも
 かいだうきびしくなり
 
あらゐ
 に
 せきしよをすえ
 わうらいの人〴〵ハいふにおよばず
 にもつ
までもあらためるとの し
 きゝけれハ
 しよせん
 とうかいだうハわう
らいなりがたし
 さんしうより山ごへに
 しなのぢへぬけて
 ほつこくか
いどうをゆかバこゝろやすかるべきやと
 なだ右エ門に
 さうだんなしけ
れハ
 なた右エ門いひけるハ
 まづ
 てしたのものを
 きんごくへつかはし
 
ようすをきいたるうへにて
 ゆき給ふがよし
 うかつにゆかバ
 身のだい
じならんといひけれバ
 げに
 もつともと
 また〳〵こゝに身をひそみい
??
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たりしに
 なた右エ門
 ほつこくぢへ手下をいだし
 つぎへ
 
 （十五丁裏・十六丁表）
 
つゞき
 いだし（
マ
マ
） ようすをきかんと
 つかはしけるに
 ほどなく
 手下のも
の
 たちかへり
 ほつこくのようす
 きゝいたせ
 とうかいだうよりハ
 
なほきびしく
 しかも
 このごろ
 よしつね
 げんべい四天王のめん〳〵
 
あたかのせきへ
 さしかゝりしに
 せきのやくにん
 とがしのさゑもん
 み
な〳〵をさへぎり
 このほどより
 つくり山ぶ
 とふりしゆへ
 めしとつ
て
 けうぼくにかけたり
 山ぶしとあれバ
 なほ〳〵
 ▲
 とふさじと
 いひ
しを
 べんけい
 いつはりて
 とうだいじこんりうの
 くわんじんなり
 と
て
 おひのうちより
 ゑてもしれぬまきものをいだし
 くわんじんてうな
りと
 そらことをよみあげしに
 とがしの
 
 さへもん
 べんけいと
 さ
ま〴〵に
 もんだうせしが
 べんけいが
べんぜつに
 いひふせられ
 そ
のうへよしつねを
 
 こうりきにしたて
 すこしのそさうに
 うちたゝき
なぞ
 したるゆへ
 せきしよのやくにん
 うまくと
 たばかられ
 ふせもつ
などをつかはし
 こゝろゆるし
 やす〳〵と
 あたかのせきをこへたるよ
し
 あとにて
 このことあらはれたるゆへ
 とがしのさゑもん
 かまくらへ
あいたゝす
 へいもんときく
 せきしよ〳〵ハます〳〵きびしきゆへ
 す
こしのものもあらため
 あやしむじせつ也
 ことにハみやこより
 
 かま
くらへ
 なにやら〳〵
 日ごと〳〵に
 ひきやく
 とふるときけバ
 よした
かこう
 なか〳〵うかつにハとふりがたしと
 ものがたれバ
 よしたか
 き
いて大きにおどろき
 かくてハきうにみやこへハのぼりがたし
 しかし
 
みやこより
 かまくらへ
 まいにちのひきやくとハがてんのゆかぬことな
り
 このづおは
（を）
づさず
 大もうのくはだてなさんと
 おもふに
 かひなき
 
わうらいのせきしよ〳〵ハさまたげなり
 いかゞして
 とふらんと
 心を
いため
 しあんのてい
 なだ右エ門ハよしたかのこゝろ
( を
) さつし
 いか
に
 よしたかこう
 御身さほどに
 みやこへのぼらんと
 こゝろをいらち給
はゞ
 かほよき御身のしやくねんなれバ
 いせさんぐうのこせがれと
 す
がたをかへて
 とふるなら
 かいどうにて
 いせまいりのものハむか よ
り
 せきしよ〳〵のてがたなし
 わたしにても
 むせんにて
 とふすものな
れハ
 いせまいりのでつちこものゝすかたにやつして
 のぼり給へと
 い
へバ
 よしたか
 うなづき
 げに〳〵そのすがたにて
 のぼらんと
 いそぎ
よういして
 
いせまいりのでつちとやつして
 ふねおた
（を）
ちのき
 
まづ
 
しらすか
 のしゆくへいでて
 ようすおき
（を）
くに
 
 手下のものゝいひしと
ふり
 わうらいきびしけれバ
 しゆくのうらてより
 山みちへかゝりしに
 
さむらいひとり
 かたなばこおせ
（を）
おひて
 あとになりさきになり
 あゆみ
ゆく
 よしたか
 わざとこゑかけて
 おさむらいさまにハいづかたへおい
でにや
 われらハあきはさんよりほうらいじへ
 さんけいいたしたいが
 
このみちへゆけバ
 とふられるやとたづぬれバ
 かのさむらいハ申スやう
 
われらもしらず
 このほうハこのさんちうに
 さいががけのらいさくとい
ふ
 らうにんあるとのうはさにて
 そのらいさく
 あらゆるめいけ をも
とむるよし
 われら
 ぢうだいもちつたへし
 めいけんあれバ
 めきゝして
もらはんと
 ゆくものなりといふ
 よしたか
 いつはつていふやう
 わたく
しハくわんとうにて
 めいけんめいさくのめきゝのいへに
 つかはれし
 
??
?
?
?×
?
▲
45
跡見学園女子大学文学部紀要 第 49 号 2014 
こものにて
 一
ト
 とふりのつるぎなら見わけるなり
 ごしよぢのつるぎハ
いかやう めいさくときく
 かのさむらい申スハ「わがもちしつるぎハ
 
あまくにのほうけんなり
 このつるぎハなか〳〵ほかにもちてなく
 なに
はのてうにん
 ふじやといふ大じん
 だいのぶげんのしよぢなりしが
 ふ
じやのむすこ
 ✕
 いざゑもんといふもの
 しんまちのけいせい
 あふぎ
やのゆふぎりに
 しんだいいれあけ
 とゞのしま
 かみこのすがたと
 お
ちぶれたとき
 いへのたから
 あまくにも
 うりはらふたゆへ
 われらがし
ゆじん
 こんど
 おもとめなされたれど
 あまり
 こぶつゆへ
 めきゝのひ
となし
 とうごく
 さいががけのらいさくならでハしるものなしときゝ
 
たゞいまもちゆくなれど
 そのほう
 めきゝのおぼへあらバ
 はいけんし
て
 めきゝして見やれと
 はなしながらゆくほどに
 
ふた川
 の山つゞき
 
よし田
 より
 にしのさんちう
 きたに
 あたつて
 さいががけのたにあい
へきたり
 よしたか
 こゝろに
 一
チ もつあれバ
 しからバ
 そのつるぎ
 
はいけんいたすべし
 すべて
 つるぎハやきばかないろにて
 うちて じ
だいしれるものゆゑ
 めきゝといふハたゞやきばかないろにて
 そのじだ
いをしり
 しんきを
 つぎへ
 
 （十六丁裏・十七丁表）
 
つゞき
 わけるものなれバ
 われらも
 そのくらゐの事ハこゝろおぼへあ
りといふゆゑ
 かのさむらい
 せおいし
 はこをおろして
 なかより
 ふく
ろにいれたるつるぎを だ て
 いざといひツヽさしだせバ
 よしたかハ
あたりの わへこしうちかけ
 ちりてうづして身をきよめ
 つるぎをとつ
てぬきかくれバ
 ふしぎや
 つるぎのきどくにや
 そらかきくもり
 なりだ
すかみなり
 よしたか見るより
 さてハうたがひもなき
 あまくにのほう
けんなる
（り）
 見るうちに
 かのさむらいがいろあをざめ
 これ〳〵わしハか
みなりがだいきらひ
 こゝにハゐられぬ
 てんでうのあるうちへゆかねバ
ならぬ
 そのかたなこつちへかへせと
 とらんとすれバ
 よしたかゞ
 はて
見わけねバわからぬといひさま
 つるぎをぬきはなせバ
 ます〳〵はげし
きかみなりに
 さむらひ
 わな〳〵ふるふを見て
 よしたか
 そばへにじり
より
 かいほうするていに見せ
 おびぎはとつてひきよせて
 たにまへ
 は
たとつきおとし
 きつと
 そらをうち がめ
 ときならぬいかつちも
 とき
(に
)とつてハよきぜんぴやう
 四かいへとゞろく
 きそのはたあげ
 てん
へひゞくハみやこへやす〳〵のぼるのきちず
 ふしぎに手にいる
 この
あまくに
 かたじけないと
 うちゑみて
 ほんかいだうへと
 あゆみける
 
むほんのねざしぞふてきなり
 よしたかハやまみちをいそいでゆく事
 三
四りも
 はしりしに
 みちせまきがけつゞき
 ばくたいなるゐのしゝ
 ▲
 
いつさんにとびきたるゆへ
 よけんにもみちなく
 いかゞせんと
 おもふ
うち
 あとよりかけきたるをのこあり
 これ〳〵またれよ
 そのておひじ
( ゝ
) とめてやらんと
 いひざま
 きたり
 ゐのしゝを
 かたてうちに
 うち
けれバ
 しゝハたゝかれ
 よな〳〵〳〵と
 あとじさり
 かのあらをのこ
 
あたりのまつのき
 ひつこぬき
 またとびかゝるゐのしゝを
 まつのきに
て
 りう〳〵〳〵
 うちけれバ
 しゝハ
 めくるめきしと見へ
 二三べん
 
くる〳〵〳〵とまはりしが
 はなくちより
 ちをはきて
 そのまゝに
 たを
れしを
 よしたか
 見て大きにおどろき
 いかなるひとにて
 かくすさまじ
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き
 ゆうりきなるやと
 いぶかれバ
 かのをのこ
 うちわらひ
 われハこの
さんちうにすまゐなして
 きこりやまがつをとせいとして
 世を たる
 
やまもとかん助といふものなり
 うまれついてのちからづよ
 たちうちも
 
すこしハこゝろがけあれど
 よきし
( し
) やうなけれバ
 むなしくこゝに
日をおくるなり
 はなしけれバ
 よしたかも
 やがて
 はたあげせバ
 み
かたへつけん
 
 ものと
 こゝろにうなづき
 一
チ れいのべてわかれけ
る
 このとき
 きんへん
 むら〳〵さと〳〵にハ
 ておひじゝいでて
 あれ
るゆへ
 しゝがりありしが
 ごゆ
 じゆくより
 はるかに
 かんすけが手お
ひじゝをうちころせしを見て
 おどろきて
 さて〳〵だいりきのすさまじ
きものもあるもの なと
 てんでに
 とをめがねをいだし
 はるかの山を
見て
 めをおどろかしゐたりける
 この日よしたかハ
 あかさか
 のうらて
より
 ほんかいだうへいでゆかんとて
 山みちをにしみなみへとゆくとこ
ろに
 このき へん
 いぜんの
 ゐのあれいでしゆへ
 むら〳〵にて
 しゝ
がりとて
 かねたいこ
 ほらがいにて
 ありや〳〵のこゑすさまじく
 きこ
へしゆゑ
 よしたかハきずもつあしゆへ
 もしや
 われをとりまくおつて
 
 かと
 みゝをおどろかし
 きみわるくたどりしに
 むかふより
 ひやく
しやうらしきもの
 とふりかゝりしゆゑ
 よしたかよびとゞめ
 あのやう
に
 かねたいこのおとハなに事とたづぬれハ
 されバあのかねたいこハ
しゝがりといひたてて
 まことハさゝきの四良をとりまいて
 うちとるた
めのかねたいこなりといひ
（ふ）
 よしたかおどろき
 そのさゝきたかつなハか
まくら ゆうしなるに
 なにゆゑ
 とりまいてとらへんとハするぞと
 き
けバ
 かのひやくしやうが
 しつたか
 しらぬか
 あたりのいしへ
 こしう
ちかけ
 これにハだん〳〵わけのあること
 マア一ッぷくしてきかつしや
れ
 このせつ
かまくらのたいしやう
 よりともさまハきやうだいのな
か
 わるくなり
 かぢはらのざんげんをまことゝきゝ
 だいみやうハこゝ
ろ〴〵になり
 みな
 ✕
 くに〴〵へひきこもりしなかに
 さゝきたかつな
ハ
 とういふしよぞんやら
 ふじ川
 のさいにかくれしのんで
 とうざふら
うと
 
 いふ
 ひやくしやうのすかたとなり
 みうらのすけよしむらと
 
がつたいして
 かまくらをうたんと
 つけねらうたか
 あらはれて
 もし
 
にげかくれぬやうにとて
 し
( ゝ
) がりといひたてゝ
 おつてのものが
 ひ
やくしやうのすがたになり
 かねたいこで
 せめよせるといふ
 
 こと
 
したが
 なにしおふ
 さゝき
 つぎへ
 
 （十七丁裏・十八丁表）
 
つゞき
 たかつなゆゑ
〳〵（ママ）
いくらおほせいても
 とる事かならぬとこ
ろを
 おかざき
 のしゆくに
 けんじゆつのめいしん
 あらきのこてんぐと
いふひとか
 たはこきりになつてゐたけなが
 このことをきいて
 その
さゝきたかつなをめしとつてさ
( し
) あけませうと
 うけやつて
 けふのひ
るからそのあらきといふけんじゆつつかひが
 うつてのやくを
 こひうけ
て
 さゝきたかつなをとりにでたといふことじやが
 なか〳〵さう〳〵し
いさはきでこ る
( ト
) しゞうをはなしてわかれゆく
 よしたかハきくに
つけ
 さてハかまくらにてハきやうたいのふわゆへ
 たいみやうのこゝろ
もさま〳〵のやうす
 これそ
 さいはひ
 そのきよにのつて
 みかたをあつ
めて
 きそのはたあけ
 とむらひかつせん
 さりなから
 ▲
 このさんしう
??
?
?
?×
?
?
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ハちゝよしなかゝゆかりのものゝおほからん
 みかたへまねくにハまた
〳〵かたちをやつさんと
 うたまくらのくきやう
 さいこちうせう
 
 な
りひらのあとをたつねるものな と
 ともひとまとふて
 ゑほしかりきぬ
のすかたとなり
 こゝにも
 
 なだかき
 みかはのくに
 やつはしむらへ
 
あんないさせ
 むりやうじといふ大でらへ
 りよくわんをかまへ
 きんご
うきんざいのぶけをよひよせ
 きんていのちよくしと
 
 いつはり
 めい
しよこせきをたづねん
 いひふらし
 ぶしを見たてて
 そのきれうを
 
 
ため て
 ためして（
マ
マ
） みかたへつけて
 いちみさせしに
 あさひけんじへ
 
くはゝり
 つぎへ
 
 （十八丁裏・十九丁表）
 
つゞき
 もの
 あまたありけれバ
 さいくわいをけいやくして
 あふみの
くにあはづの
 よしなかの
 はかわらを
 くわいごふのちとさだめ
 くわい
ぶんじやうにて
 ふれしらさん
 またかさねてのたいめんハあさひのはた
をなびかさんと
 いさみ
 ▲
 すゝめバ
 みかたのしよぶし
 いさんで
 おの
〳〵よした を見おくりけれバ
 よろこぶ
 きそのわかだいしやう
 やが
てぞひらくかきつばた
 にたりやにたる
 むらさきの
 くものうへひと
 な
りひらのすがたをにせて
 みかたをまねく
 よしたかハ ばをたつて
 
またこゝに
 ちりう
 のゑきへ
 とうりうして
 よのふうせつをうかゞふ
に
 いまた
 へいけのざんたう
 このきんごくにかくれしのぶのやうすな
れバ
 かまくらより
 きびしくいひわたし
 もしさやうのもの
 はいくわい
すれバ
 たちまちとらはれるよし
 きゝしゆへ
 よしたかもゆだんをせず
 
こゝにしばらくしのびしに
 をはりのちハへいけのさむらひ七びやうゑ
かげきよ
 ゆかりありときゝ
 よりともにうらみあるかげきよなれバ
 た
づねあふて
 こゝろをあはせ
 かまくらをくつがへさんに
 たよりよしと
 
よしたか
 ひそかにむねのうちに
 しあんをきはめ
 なにとぞ
 かげきよに
 
めぐりあひたきものと
 をり〳〵かくれがハいづれと
 うらどへども
 た
れあつて
 かげきよハかしこにをると
 たしかに
 
 しつたるものもなく
 
またしつたりとて
 あからさまにいはゞ
 かまくらのせんぎもきびしくな
れバ
 くちへいだし
 いふものなけれバ
 よしたかも
 
 いまハじしんに
たつねんにしかずと
 みやこのさむらひと
 すがたをあらため
 日ごとに
さまよひ
 たづねけり
 
●されバ
 よし かハ
 かげきよハ
 このきんへんを
 はいくはいして
 
 なるみ
 のゑきへさしかゝ しに
 ふかあみがさのさむらい
 むかふよ
りくるをみて
 これこそハかげきよならんと思へ
 
 ども
 それといはれ
ねハ
 わざと
 わざとゆきちがひ
 さやあてながら
 こゑをかけ
 わうくわ
んとハ申ながら
 ぶしのさやあてハきつくわいなり
 あいさつしてとふら
れよと
 いはれてかのさむらい
 たちどまり
 そつちから
 りよぐわいの
 
 さやあてハ
 このほうハ世をしのぶらうにんゆへ
 よけてとふせバ
 ど
やかうと
 むづかしく申すなら
 ぜひにおよばず
 かたなのやくめと
 ぬき
かけれハ
 よしたかハこれさいはひと
 おなしくかたな引ぬきて
 たかい
にいさと
 立やいうちあふ
 そのうちに
 よしたかこゑ け
 かげきよどの
 
あつはれしゆ ん
 そのほうのしゆれんをまじへ
 よりともをうたん
 り
やうけんいかに
 いひけれバ
 かげきよ
 きつと
 
 身をかまへて
 御身
??
?
?
?
?×
??
?
?
?
?×
?
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げんじのせうとうなから
 なにゆへに
 それがしをさぐり見らるゝや
 よ
したかどのと
 ほしをさしたる一
チ ごんに
 よしたか
 びつくり
 さてハ
それかしを御そんじあつてか「いかにも
 さきたつてより
 それとしつた
るゆへ
 ごしよそんをきゝたゞし
 たがいに心をあはせん
 わがしよそん
 
思はずあひしハさいはひ也
 今より心をあはさんと
 うちあかしたるしん
ていにし
（ママ）
 よしたかも大きによろこび
 きん〳〵
 よりとも上らくのその
ときにハおたがいに心をあはせてうちとらん
 まづそれまてハ身をまつ
たふして
 じせつをまたん
 さらば〳〵と
 さうほうへ
 わかれて
 たがい
にかへり か
 それよりよしたか
 みや
 のはまべに
 せんどうと
 すが
をかへ
 よりとも上らくのにもつ
 ふねにつみゆくにハちがひなし
 それ
と見たら
 くつがへし
 のこらずばひとらんと
 手下をあつめて
 かいぞく
をなし
 うかゞふところ
 思ひ〳〵によりともの
 にもつ
 つぎへ
 
 （十九丁裏）
 
つゞき
 大まはしに
 のぼせけるゆへ
 手下をまはしてかい上
ウ
にて
 うは
ひとり
 ぐんようのたよりとなし
 かげきよのかたへも
 しらせける
 ある
とき
 よしたか
 大せんにうちのり
 くはな
 のはまより
 四日市
 のおきへ
 
のりいだし
 かいせうをのぞみしに
 ひがしにあたつて
 はなびをあげし
ゆ
( へ
) よしたか
 いぶかしみ「ハテこゝろえぬ
 いま
 はるのすゑにして
 
いまだ
 はなびをあげるじせつにあらず
 ▲
 さりなから
 この
 なごのう
らのかい上
ウ
 にハをりにふれて
 しんきらうあらはれ
 はなびをあげ
 は
な〴〵しき事たび〳〵見ゆる いふ
 それハはまぐり
 きをふくてんきの
いきほひなり
 いまこのおきにあたり
 見ゆるハまさしくそれならず
 は
うくわのじゆつか
 こゝへきたる
 わがふねへ
 しさいぞあるか
 心ならず
と
 見ゆるそのうち
 らんでうに
 きこゆるかひがねたいこのおど
（と）
 すさま
しく
 きこへしかバ
 よしたか心に思ふやう
 われ
 そも〳〵せんどうとな
りしゆへ
 くはなやとくざうと
 下の巻へ
 
五瓶作
 國貞画
 
 （二十丁表）
 
つゞき
 なをかへしに
 きそのちやくしと
 しつたるものありしなるかと
 
あたりをにらんで
 たつたるところへ
 ふねにありあふ手下ども
 一
チ
 ど
に
 どつとよしたかをおつとりかこみ
 手下となつていりこみしわれ〳〵
ハかまくらのかくしめつけ
 めしとるやくめと
 いひけれバ
 よしたか大
きに
 いかりのゝしり
 さてハうぬらハかまくらがた
 いけてハおかぬ
 こ
の世のいとまと
 かくしもつたる一
ト
 こし引ぬき
 きりまくれバ
 手下の
ものども
 きりたてたら
（られ）
 みな〳〵うみへとびこむあり
 そくざにきら
るゝ もあり
 ふねに
 よしたか
 たゞ一人
 かたなひつさげ
 よらバき
らんと目をくばる
 されども
 よしたかのいきほひに
 おそれ
 ちかよるふ
ねもあらざれバ
 かく
 さとられたるうへハこのはまのあたりにも
 すま
ゐがたしと
 つけたるてんまの
 こふねにのり
 くがぢへ
 はしらせ
 四日
市のざいに身をしのび
 かげきよのかたへ
 このよし
 しらせ
 かくれゐた
るに
 たくはへ
 しだいに
 ともしくなりしかバ
 よしたか
 らうにんのす
がたとなり
 わうくわんへいで思ふやう
 われ
 せんに
 げんじのちやくり
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うにして
 よりともとハ
 ちかしき一ッけ也
 なにも
 さまで
 かまくらを
おそるゝことなし
 かげきよらとハちがふ身ぶん也
 ▲
 よきたよりも
 あ
らバ
 かまくらへ
 申つかはし
 ぐんようきんと
 いひふらし
 かねをかり
んと
 思ふゆへ
 あるとき
 いつものごとく
 らうにんのすがたとなりて
 
石やくし
 のしゆくを
 とふりかゝりしに
 かまくらより
 なんととうだい
じへ
 大ぶつくやうのきふのかね三千両
 うまにつみて
 とふりしゆゑ
 よ
したか
 これさいはひと
 うまを
 つぎへ
 
 （二十丁裏・廿一丁表）
 
つゞき
 よこせと
 たづなをとれバ
 うまかたおどろき
 うまとうぞくめ
と
 つかみかゝれバ
 ぬきうちに
 うまかたをきりたをし
 うまのくちなど
ひつたてゝゆかんとす
 これをきゝつけ
 ところのだいくわん
 さいれう
のさむらひ
 おひ〳〵に
 はせきたり
 ぬす人やらぬと
 おつとりまきしが
 
よしたかのこそでのもんに
 さゝりんどうついたるゆへ
 もしや
 かまく
らのごかもんかと
 うたがひて
 手だしもせず
 あとずさりして
 いたるゆ
へ
 よしたか
 やくにんにむかひ
 われハ
 よりともの
 むことなつたる
 し
みづのくわんじやといふもの也
 かまくらへ
 かへり
 このよし申
 とうぶ
ん
 しやくようといひつたへよと
 いひすてゝ
 うまをひつたて〳〵て
 た
ちかへる
 だいくわんやくにん
 かほ見あはせ
 よりともさまのむこなら
バ
 てざしもならず
 このうへハかまくらへたちかへり
 このよし
 三らう
へ申あげんと
 すご〳〵と
 くわんとうすぢへ
 ひつかへす
 よしたか
 う
ちゑみ
 心に一
チ
 もつありければ
 せうの
 のかたへ
 かのうまをひいて
 
ゆきしが
 くたびれしゆへ
 かたへのどてに
 こしかけて
 ゐたるところへ
 
大にんばうといふ
 このあたりにて
 なうてのあくそう
 とふりかゝつて
 
よしたかを見て
 ▲
 もしおさむらいさま
  げうさんなお ねを
 うまか
たもいぬに
 どこまで
 ひいてござりますと
 きくも
 いちもつある
 つら
つき
 見るよしたかも
 うなづ 「コリヤよりともハおれがしうとゆへ
 
大ぶ へ
 きふのかねを
 とちうでかりてきたが
 まごめハりよぐわいし
たゆへ
 きつてしまふた
 そのほう
 このうまを
 おれがうちまで
 ひいて
ゆけ
 ほうびハのぞみしだい
 くれうぞと
 きいて
 よろこぶ大にんぼう
 
ついに
 うまハひいて見ぬが
 ごほうびに
 
 なることなら
 どこへ
 なり
と引ませうと
 うけやいけれバ
 そりやかたじけない
 ひいていこと
 くち
づな つて
 ひいてゆく
 よしたか
 あとから
 ゆう〳〵と
 つきそいゆき
 
わがかくれがの四日市ざいにきたり
 大にんぼうにかね
 
 ばこおろさ
せ
 うちへ
 はこばせしが
 ひいて
 
 
きたるうまの
 じやまに思ふゆゑ
「コリヤ〳〵ぼうず
 これまで
 ようこそきた
 たいぎ〳〵
 そのほうびに
ハ
 ひいてきた
 あのうまをほうびにやるぞ
 はやく
 ひいてかへれ〳〵と
 
いはれてびつくり
 もし〳〵そりや
 なにをおふせられる
 ほうびハのぞ
みしだいときいたゆへ
 ばうずが
 うまかたをいたしましたに
 うまをも
らふて
 なにゝいたしませう
 
 なんでも
 おかねをずつしりくださりま
せと
 ゆすりかゝれバ
 よしたかハ
 かねがほしくハかねやらうと
 さしぞ
へひらりとひきぬけバ
 びつくりとびにげ
 大にんぼう
 あとをもみずに
 
にげかへる
 よしたかハあたりのものをよび
 うまをバ石やくしのしゆく
へかへさせ
 それ り
 をり〳〵わうくわんへいで
 よりとも上らくのや
??
?
?
?
?×
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うすを
 つぎへ
 
 （廿一丁裏・廿二丁表）
 
つゞき
 うかゞひしに
 はや
 おひ〳〵さきぶれきたるよし
 かめ山
 のし
ろのきんへんを
 はいくわいするをりから
 かまくらのらうしん
 いそが
いがしもべ
 なかのとうべゑといふもの
 しゆじんのかたき
 あかぼりみ
づゑもんをたづね
 このぜうかへ
 きかゝりしが
 よしたかとすれちがひ
 
たしかに
 しゆうのかたきと思ひ
 あとよりおつかけゆきて
 よびとゞめ
 
そつじな ら
 そのもとさまハかまくらに
 ごほうこうなされし
 あかぼ
り氏とハ申さぬかとたづぬれバ
 もしや
 かまくらのまはしものにやと
 
よしたか
 わざとかほをそむけ
 われら
 さやうのものならず
 もつとも
 
かまくらにハゆかりありと
 きくより
 とうべゑ
 さてこそと
 すりよつて
 
おかくしあるな
 ごらうにん
 たしかに
 あかぼりみつゑもん
 しゆじんの
かたきと
 つめよれバ
 よしたか
 あみがさとつて
 うたがはしくハめんて
いとつくと見ておけといふに
 とうべゑ
 よしたかのかほ
 つく〴〵と
 う
ちまもり
 こハよしたかこうにてましますか
 人ちがひのぶれい
 まつび
らごめんとわびけれバ
 よしたか
 ふしんのがんしよくにて
 人たがへハ
ゆるしくれ が
 なにゆへ
 それがしのなをしつたるぞと
 たづねに
 とう
べゑ
 こゑをひそめ
 それがしがしゆじんといふハ
 もと
 よしなかこうの
けらいなりしが
 かまくらへきたり
 大江けに
 ほうこうなせしが
 どうか
ちう
 あかぼりみづゑもんに
 うたれしゆへ
 しう〴〵かたきをたづねあ
るく也
 もと
 きそにつかへしゆへ
 こしうなれバ
 よしたかこうをぞんじ
てをる也と
 へいふくしておそれいる
 よしたかハとうべゑちうぎのよう
すをとつくと見て
 しうのかたきをうたうと思ひて
 ちうぎに
 こつたる
そのたましい
 人ちがひハゆるす
 ずいぶん
 かたきをたづねよ
 しかし
 
よりとも上らくのやうすハ
 きかざるかと
 たづねられ「されバ
 よりとも
こうのご上らく
 いよ〳〵きん〳〵と
 こときはまり
 しよだいみやうが
たも
 おひ〳〵かまくらをおたちのようすに見へるなりと
 かたれハ
 う
なづき
 まつ
 このところにてわかれんと
 とうべゑハよしたかに
 れいぎ
をのべて
 なんでも
 これから
 さいこくすじと
 あしにまかせて
 はしり
ゆく
 ちうぎのしもべハ
 いそぎあし
 あとから
 よしたか
 ゆう〳〵と
 し
あんに
 むねもくれちかくなりけれバ
 わがすむかたへ
 たちかへり
 つく
〴〵と
 しあんして思ふやう
 いよ〳〵上らくに
 こときはまりたるよし
なれバ
 みやこへいそぐか
 ちかみち也と
 そのよのうちに
 よういして
 
よあけて又も
 たびようい
 とうかいどうをいそぎしが
 あさはやくより
 
しゆつたつして
 やにはに
 はしりて
 よあけがたに
 はやくも
 ▲
 せき
 
のぢざうだうへきたり
 まづ一
ト
 やすみと
 ぢざうだうへあがりて
 あし
をやすめんものと
 しばし
 こゝへやすみていたる
 をりからに
 このしゆ
くに
 なのたかき小まん
 
 といふおじやれ
 としハまだはたちばかり
 
つきへ
 
 （廿二丁裏・廿三丁表）
 
つゞき
 と見へ
 なにか
 ぐわんごめあつて
 このぢざうそんへ
 さんけい
のやうすにて
 どうのうちへはいり
 なみだをながし
 ふしをがみ〳〵て
 
??
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又〳〵だうをいづるをりふし
 二十五六の人がらよき男とゆきちがひて
 
かほ見あはせ「あにさんか「ヲヽいもうとか
 このあいだから思ふてゐた
が
 いろ〳〵きのむしやくしやで
 あはぬが
 たのんでお たかねハい
かゞなつたと
 たづぬれバ
 小まんハふところより
 かねをとりだし
 やう
〳〵の事で
 おまへのたのみ三千両のかねハとゝのふたれど
 はゝさ
まハご（の）
びやうきのくすりのあたひハこれでハおまにあいませぬかといふ
に
 へいじハかほあげて
 かたじけない〳〵
 さりながら
 こんどの
 はゝ
のやまひハたゞごとならず
 これにハやがらといふさかなをとつて
 この
きもにこんじてのむくすり なけれバ
 なほらずとのことゆへ
 そのやが
らといふうをハあこきがうらで けれバないゆへ
 きんだんのばと
 しり
なが
 よるしのんでゆきしに
 うみのなかに
 ひかりものが見ゆるゆへ
 
これハてん うさまが
 おやにかう〳〵をめぐみて
 をしへてくださると
思ひ
 あみをうつて
 ひきあげみれバ
 ▲
 やがらのうをでハなくて
 これ
見や
 このやうな
 けつこうなつるぎがあみのなかへはいつて
 あがつた
ハいの
 あとをまた
 うちこまふと思ふたが
 人がくるやうすゆへ
 
そ
う
〳〵
 にげかへつたが
 やがらのうをがなけれバならず
 またくすりハあ
れど
 ひやくりやうとやらで けれバもとめられぬと
 いしやのはなし
 
なか〳〵身ひんな
 いまのせたい
 百両ハさておき
 ぜに百さい
 ちつとに
ハでき ねると
 きゃうだいふたりのはなしのようす
 
 よしたか
 とつ
くときゝすまし
 どうのうちより
 そろ〳〵でゝ
 二人のまへにきたり
 い
まお二人
リ
 の
 
 はなしをきけバ
 はゝごの
 なんびやうのようす
 くす
りのあたへにさしつ へし ハきのどくせんばん
 きゝ申シて
 百両のか
ね
 おかし申ス
 つかはれよと
 かね一
ト
 つゝみさしいだせハ
 二人
リ
 ハび
つくり
 へいじハ手をつき
 まことにありがたきおほせなれど
 大まいの
かね
 おかり申ても
 かへす手だてもござりませぬと
 二人のじたいに
 よ
した ゞ
 なにさ〳〵
 おかへしなさるにおよばず
 そのかはりに
 そのも
とにさづ りし
ごしよじのつるぎを
 このほうへ
 うつてくださるまい
かと
 たのみに
 
 へいじハもつたるつるぎをさしいだし
 おゝくのかね
をお しくだ るごしんせつ
 なにしに
 いなまん
 さアさしあげませう
といひけれバ
 よしたか
 とつてうちまもり〳〵
 これぞ
 せんねんうせさ
せ給ふ
 とつかのほうけん
 かたじけなし
 ずいぶん
 はゝごのびやうきの
やうぜう
 それで
 たりずバ
 又せう〳〵と
 なげだすかねハ
 又一
ト
 つゝ
み
 きやうだいふたりハありがたなみだ
 ぶれいハかさねて〳〵と
 よろ
こびわが へたちかへる
 あとに
 よしたか
 つるぎを見やり
 さんじゆの
じんぎのその一ッ
 とつかのぎよけん手にいるうへハ
 きんていへ
 さし
あげ
 それをこうに
 よりとも
 うちとるいんせんを申うけんと
 心にうな
づき
 ゆう〳〵と
 たどりたどりて
 あゆみゆく
 されバ
 よしたか
 いよ〳
〵よりとも上らくのさたゆへ
 かねて
 
 ふくしんのみかたに
 ねのいの
こや太のお ゝ
 ねのいてうきちといふものを
 みやこへおきて
 らくち
うのやうすをさぐらせしに
 このてう吉
 みやこにて町人となり
 おびや
てう右エ門とあらためて
 てうかにて
 あきなひして
 らくちうらくぐわ
いの
 つぎへ
 
  
??
?
?
?×
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（廿三丁裏・廿四丁表）
 
つゞき
 ようすを
 きゝたゞしいたるところに
 いせさんぐうの
 かへり
にとなりのいへに
 ごけぐらしにて
 しなのやのおはんといふむすめに
 
みなくち
 にて
 ゆきあひ
 みちづれとなり
 そのよハいつしよになりて
 
いしべ
 のはたごやにとまりしに
 そのよ
 思はず
 かのむすめおはんと
 
わりなきちぎりを し
 きやうとへ
 かへりても
 おはんハてう右エ門の
ことのみ ひくらし
 つひに身もちとなりしを
 はゝ やこれをしらず
 
そうおう のか
（
マ
マ
）
たへ
 ゑんぐみさせんとせしを
 おはんハてう右エ門と
なじみかさなれバ
 よめいりもなしがたく
 あるよ
 てう右エ門と
 ぬけい
でゝ
 かつら川へ身なげ
 あひはてしとなん
 よしたかハこのことゆめに
もしらざれバ
 身のうへ
 くわしくしたゝめ
 かねて
 ふくしんのてう吉な
れバ
 ひきやくのたよりに
 手がみつかはせしに
 おびやのかないハなに
ごとやらんと
 てう右エ門あいはてゝ
 とりこみゆへ
 いへぬしへ
 その手
がみを見せけれバ
 いへぬしハこれをよんでびつくり
 これハ大それ
たむほん人なり
 さてハこのやのてう吉ハもとハぶしにて
 きそのざんと
うと
 はじめてしり
 こういふことなら
 とくより
 おかみへ
 そにんして
 
ほうびのかねをせしめたものをと
 よくしんおこり
 いつそ
 この手がみ
をもつて
 うつたへんと
 すぐに
 だいくわんしよへ手がみもちいで
 そに
んなすゆゑ
 ぶぎやうしよにも
 さつそくとりあげ
 よんで見れバ
 よした
か
 きそのざんとうをあつめ
 よしなかのとむらひがつせんに
 上らくを
さいはひに
 よりともをうちとらんとのたくみにて
 そのあいずり
 ねの
いのてう吉といふハおびやてう右エ門なれバ
 ぶぎやうしよのやくにん
 
大きにおどろき
 そのてがみを
 すぐさま
 きやうとのやくにんぢうへ
 申
ながし
 ひやうぢやうのうへにて
 あふみのくにゝしのびゐる
 しみづの
くわんじやよしたかを
 からめとらんと
 ひそかに
 うつてをさしむけけ
る
 また
 よしたかハたよりなきゆへ
 ない〳〵人をもつて
 おびやのやう
すをきゝしに
 あひはてたるよしゆへ
 大きにおどろき
 さてハわが申シ
つかはしたる手がみ
 ▲
 人手にわたり
 ろけんなしたり
 しからバ
 この
あたりへ
 うつてのものきたるべし
 すみかをかへんとて
 それより
 みや
こへほど
 
 ちかき
 こすいのほとりへ
 おもむかんと
 身をかため
 
 
すハうつてのものきたらバ
 みなごろしにせんと
 その身のようじんなし
て
 しのび〳〵に
 こすいきんへんに
 はいくわいせしが
 ちゝ
 
 よしな
かのぶつじお たりしが
 さいはひ
 あはづのはらに
 ちかけれバ
 つかの
ほとりにいたり
 ゑかうせんものと
 
くさつ
 をすぎて
 あはづがはらの
 
つかのほとりへまいりて
 みづをたむけ
 なむちゝそんれい
 ぶつくわぼ
だいと
 がつせうして
 ゑこうに
 ときをうつしけれバ
 ふしぎや
 あたり
 
めいどうして
 ごりんのせきとう
 ばら〳〵とくだけ
 どちうより
 あらは
れしハ
 きそよしなか
（脱文あるカ）
 かつちうの
 ならぬ
 ゆうびのでたち
 よしたかを
さしまねぎ
 いかに
 くわんじや
 そのほう
 わがついぜんに
 よりともを
うちほろぼさんと
 いくさのくはだて
 なすといへども
 めいけんつるぎ
ハもとむれど
 なくてかなはぬ
 もののぐなし
 われ
 さいはひに
 うちじ
にのをりまで
 きたるところのよろひを
 いまなんじへ
 あたふるほどに
 
 このよろひをちやくして
 かつせんせよト
 ひおどしのよろひを給は
りけるに
 よしたか
 とつて
 おそれうやまひ
 ハヽアありがたし〳〵と
 
?
?
?
?×
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手にとりあげ
 いまに
 しゆらのごむねんをはら
(し
)申さん
 こゝろやす
かれ
 つぎへ
 
 （廿四丁裏・廿五丁表）
 
つゞき
 ちゝうへと
 いふかと思へバゆめさめて
 あはづののべの
 つぢ
どうに
 うたゝねのまへにありしハ
 ゆめのうち
 よしなかに給はりし
 よ
ろひあれバ
 こハ〳〵ふしぎ
 さてハまたゆ
（さ）
めありがたしと
 よろひをこ
わきに つかゝへ
 みやこへいらんに
 このまゝにて
 しゆびあしし
 すが
たをかへんにハ
 かねて
 大つ
 おひわけに
 としふるく
 すまふ
 とさのせ
うげんのでし
 また平とハじゆこんなれば
 かのまた平がたくへ
 たより
ゆきしが
 このまた平
 せうぢきなるものにて
 このほどより
 きんていの
ゑどころとなり
 大うちへでいりするよしなれバ
 かれをたのみ
 ざつし
やうとなつて
 きんちうへいりこみしが
 ひとなきをうかゞひ
 くげのひ
とり
 さんだいするをひつとらへ
 しめころし
 しやうぞくかむりをはぎ
とり
 いざや
 みかどのござちかく
 しのびより
 せきにて手にいりし
 と
つかのほうけんをおとりに
 りうがんを
 ▲
 はいし
 わがぞんねんの一
ト
 
とふりをうちあ
 よりともついとうのいんぜんをこひうけんと
 ひそか
に
 ようすうかゞふところに
 はやくも
 かまくらにハ
 よしなかのちやく
し
 しみづのくわんじや
 上らくをさいはひ
 よりともを
 つけねらふとの
 
ふうぶん
 みやこのうちに
 かくれなけれバ
 きんちうのしゆご
 ちゝぶの
しげたゞ
 うけ給はり
 よしたかと見るならバ
 かんげんして
 こゝろひる
かへさせ
 かまくらのみかたへ
 まねかんものと
 せんぎまち〳〵なるこ
と
 よしたか
 すこしも
 しらざるゆゑ
 ひそかに
 くげのすがたとなり
 ひ
としれずも
 ふてきのたましい
 なにおそれんけしきもなく
 みかどに
 ち
かよらバおもふねがひのくもはれんと
 しづ〳〵あゆむ
 だいりのけつこ
う
 これぞ
 京
 との大だいり
 しのびゆかんと
 ゆくところを
 ちゝぶのし
げたゞ
 こゑかけて
 ヤア〳〵よしたか
 およばぬむほんをおこさんより
 
こうさんして
 かまくらのばつかにつけバ
 よしなかのついぜんくやうに
 
まさるのどうり
 いまより心ひるがへし
 よりともこうへ
 ほうこうめさ
れ
 しげたゞとりもちいたさんと
 きくより
 よしたか
 さてハ
 わが
 いり
こみしを
 しつたるうへハ
 かたつぱしから
 きりたをし
 いさぎよく
 せ
つぶくする
 
印
へ
つ
ゞ
く
 
 （廿六丁裏・廿七丁表）
 
印
よ
り
 さアこい
 せうぶと
 かたなのつかに手をかくれバ
 しげたゞ
 
しばしとこゑをかけ
 ヤレはやまり給ふな
 ▲
 よしたか公
 おなじげんけ
のちやくりうを
 なにしに手むかひ申べし
 たゞこのまゝにおくものゝ
 
きそ 御たね
 心あらバ
 なが〳〵かまくらへ
 ほうこうすゝめて
 ゆうし
のちすじをのこさんため
 いかに〳〵と
 いひけるにぞ
 よしたか
 につこ
とうちわらひ
 よりともに
 ほうこうとハけがらはしし
 さりながら
 さま
でなさけ
 ちゝぶの
 
 しげたゞ
 われこれまで
 こゝろをつくして身
をしのびしも
 父よしなかの
 あだをほうぜんためながら
 いま〳〵おも
へバ
 いつたん
 みかどへたいし
 わがまゝなしたる
 ちゝよしなかゆへ
 
ぎりをしつて
 よりともが
 うつてをよせ
 あはづのかつせん
 きんてい
?
?
??
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へのいひわけハふしぎと手にいる
 とつかのほうけん
 たゞいまなんじへ
つかはすあ だ
 ちゝよしなかゞ
 
 身のいひわけ
 みかどへたのむと
 
たいせし
 つるぎをわたせバ
 とつて
 しげたゞか
 つるぎ
 だいりへ
 もと
らせ まふハきそのたいこう
 われハこのまゝ
 
 よしたかゞこうを見
のがし
 かつてしだいに
 らくちうをはなしがい
 このばハこのまゝとい
ふに
 よしたか
 いさみたち
 いふにやおよぶ
 またかさねての
 
 さんく
わいにハよりともが
 かうべをはねん
 さらば〳〵と
 しげたゞ
 よしたか
 
わかれてかへる
 おほうちやま
 めでたきためし
 ひさしけり
 
 （廿七丁裏）
 
○江戸より五十三次の長語り
 目出たく打出し
 
まづこのそうしハこれぎり
 
「ひやうばん
 たのむぞ
 ひやうばんじや〳〵
 
まちぢう
 すみ〴〵
 ごひやうばん
 
たのむぞ〳〵
 たのみます
 
 並木作
 
國貞画
 
板元三鉄
 
 癸丑初春
 
京四条れん中
 
しん板
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1） 「五十三次」の浮世絵に関しては、吉田暎二『浮世絵事典』中巻（定本、昭和四十九年、画文堂） 「東海道五十三次」の項参照。また、保栄堂板「東海道
五
三
次
」
は
、
鈴
木
重
三
・
大
久
保
純
一
・
木
村
八
重
子
編
『
保
永
堂
版
 広重東海
道五拾三次』 （二〇〇四年、岩波書店）参照。
 
（
2） 『三代豊国・初代広重
 
双筆五十 次』 （謎解き浮世絵叢書、 平成二十三年、
二玄社）所収。
 
（
3）新藤茂「当館所蔵『役者／見立東海道五十三駅』について（抄） 」 （ 『平成
17
 
 
ロジェクト報告書』第２号（平成十八年、国文学研究資料館
 
（
4） 『鶴屋南北全集』第十二巻（一九七 年、三一書房）所収。
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（
5） 『梅初春五十三驛』 （未翻刻戯曲集
14、平成十九年、日本芸術文化振興会） 、
『
通し狂言
梅初春五十三驛』 （国立劇場上演資料集四九七、平成十九年、日本芸術
文化振興会）参照。
 
（
6）この「錣打」およびその資料に関しては、小池章太郎氏のご教示を得た。
 
（
7）佐藤悟『正本写合巻年表（正本写合巻集別冊） 』 （二〇一一、日本芸術文化振興会） 。現在、国立劇場調査養成部編の「正本写合巻集」が刊行中である。
 
 【補記】本稿は、平成二十四年度の国内留学による研究調査成果である。なお、
東京大学附属図書館より翻刻および掲載許可をいただいた。また資料の閲覧にあたり、 東京大学総合図書館、 東京女子大学図書館のお世話になった。併せ御礼申し上げたい。
?
??????????
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